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は じ め に

　札幌市では、年々少子高齢化が進み、超高齢社会が進展していくことに

伴い、令和３年には初めて人口減少に転じ、団塊の世代をはじめとした多く

の方々が寿命を迎えられる、「多死社会」に差し掛かっています。

　多死社会特有の課題である「火葬場が混雑して火葬まで何日も待たされる」

「跡継ぎがいないためお墓が放置される」といった問題に対応し、市民のみな

さんの不安を解消するため、そして、いつか誰もが関係する火葬やお墓のこと

を自分事として考えるきっかけにしていただくため、「札幌市火葬場・墓地の

あり方基本構想」を令和２年３月に策定するとともに、「札幌市火葬場・墓地

に関する運営計画」を令和４年３月に策定し、各種取組を進めてきました。

　このたび、「札幌市火葬場・墓地に関する運営計画」に続く計画として「第

２次札幌市火葬場・墓地に関する運営計画」を策定しました。この第２次計画

では、引き続き、基本構想で掲げたビジョン（将来の目指す姿）「みんなが尊厳

ある葬送を実現できるまち～葬送に不安なく、安心して暮らし続けるために～」

の実現に向けて、札幌市の取組を進めていくものとしております。

　ビジョンの実現には、市民のみなさんや葬祭事業者をはじめとする事業者の

方々のご協力が必要となります。札幌市も広報媒体を活用した情報発信を

行うとともに、対話等の機会を通じた情報提供、ニーズの把握を行いながら、

課題解決に向け、一緒に取り組みたいと考えています。

　みなさんもお墓のことについて調べたり、家族と話し合ったりするなど、今まで

以上に自分事として考え、取り組んでみてはいかがでしょうか。

　みなさん自身や身近な人のために

　まずはできることから始めていきましょう。

令和８年（2026年）３月




